
- 186 - 

は難しいので手術は諦めている。傷口は、外見上は全く無いが、雨が降ったりすると痛い

ので、湿布を貼っている。 

 

＊事故原因 

 目の不自由な牛は、においや音に敏感である。牛のすぐ近くから入るのは危険なので、

今は、横から入らず、真っ正面から給餌をするようにしている。生きものを飼っていると

入院はなかなか大変。土日に奥さんに牛ごとの給餌の量や仕方を教えた。 

 

 

（３）牛が接触してきた 

 

⑪パドックのゲートの支持柱を修理中、自分に向かって柱が倒れてきたので逃げよう 

 としたが、背後になついた仔牛が身体を寄せていたので逃げられず、頭部直撃 

          （平成24年 9月・土曜日 午前7時頃、バドック、男性・59歳） 

 育成牛舎に隣接しているパド

ックのゲート支持柱のコンクリ

ート製基部への固定部が腐蝕し

てぐらついていたため、修理し

ようとパドック内に入り、腰を

かがめた姿勢で接近したとこ

ろ、突然、支持柱が自分に向か

って倒れてきた。とっさに逃げ

ようとしたが、背後から仔牛が

なついて身体を密着させていた

ため、身動きが取れず、頭頂部

を打ち、裂傷を負った。帽子を

かぶっていたが、事故直前に仔牛に取られていた。 

 出血が酷く、血が眼に入ってよく見えず、妻のいるパーラーまで手探りでたどり着いた。

土曜日だったので、あちこちの病院に対応の可否を確認するため電話をかけた結果、脳神

経外科に妻に車で連れて行ってもらい、４針の縫合施術を受けた。労災保険に加入してい

たので、経済的な損失は免れた。 

 

＊事故原因  

 作業前に、倒れる可能性を考えず、柱が倒れる可能性の高い方向から接近してしまった。

柱が倒れてきたとき、ちょうど頭を下げてかがんだ姿勢になったため、頭頂部に当たって

しまった。ちょうど、作業者になついた仔牛がいたのは分かっており、作業の邪魔になる

恐れがあったが、意識せずにパドック内で作業しようとしてしまった。 

 なお、農作業現場ではヘルメットの着用は馴染みがないが、農作業中での頭部の負傷事

例は他でも見られることから、やはりヘルメット着用の習慣を広める必要がある。 
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⑫一輪車で乳牛への給餌作業中、牛が顔を伸ばしてきて、一輪車を引っ張り転倒 

 股関節脱臼  （平成23年 6月 午後6時頃、繋ぎ飼い牛舎・対尻式、男性・78歳） 

 対尻式繋ぎ飼い牛舎内（図

１）で牧草を入れた一輪車を

押しながら、給餌作業を行っ

ていたとき（図２）、一頭の

牛が首を伸ばしてきて、一輪

車に積んだ牧草を直接咥えて

引っ張ったため、一輪車が傾

いたので姿勢を戻そうとして

踏ん張ったところ転倒した。 

 搾乳作業を行っていた息子

が気付き、救急車で町内の病

院に搬送されたが、設備が不

十分なため、別の大きな病院

へ転送され、股関節脱臼と診断された。入院１ヵ月。労災保険と JA 共済に加入していた

ので、十分な補償が得られて生活に困ることはなかった。 

 

＊事故原因  

 飼槽側の通路の幅が 85cmと狭く、一輪車がギリギリ通れる幅しかない条件で、不安定な

一輪車で作業をせざるを得なかった。通路と飼槽には 18cmの高低差があり、踏ん張ったと

きに足が通路から落ちて、滑りやすい飼槽に足を入れてしまい、足を広げる形で転倒した

と考えられる。 

 なお、この時期は牧草収穫の時期で多忙であり、疲れがあった。さらに、数ヶ月後、本

人は給餌作業中に再び転倒し、人工関節に取り替える手術を受け、１カ月半の入院生活を

余儀なくされている。片足をひく後遺症が残っており、作業の能率は落ちるものの日常生

活には問題がないという。 

 今は、給餌作業中に頭を突き出す牛はたいてい決まっているので、その牛の前に来たら

手前で少し餌を飼槽に落としてやってから通り過ぎるようにしている。 

 この事故のきっかけは牛の行動だが、根本的には作業環境、施設の改善が望まれる。 

 

 

⑬肥育牛の敷わらをスコップで、マニュアスプレッダーに放り上げた際、 

 肩の腱断裂         （平成21年 9月 朝6時半頃、牛舎、男性・54歳） 

 朝、搾乳を終わり、肥育牛の敷わらをスコップで、マニュアスプレッダーに放り上げて

入れていた。おそらく、水分もあったので約 15ｋｇぐらい。作業を始めてすぐに６時半頃、

約１歳、牛４頭が２頭ずついるところで、１つの枠の牛のうち１頭が枠から頭を出した。

ちょうど敷わらをマニュアスプレッダーに放り上げようとしていた瞬間に頭を突き出して
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きたので、それを避けようと、スコップを捻るように放り上げた時、ギクッと右肩の音が

した。いつもは、そのような行動をしない牛であるが、発情した牛が近くにいて、追いか

けられるようにして顔を突き出した。 

 すぐに自車にて近医受診。

レントゲンを撮ったところ、

白く写り「剥離骨折」と診断

され、「無理をせずできるだ

け、安静にしていて下さい」

と言われた。その後あまり力

のかかる仕事はしないように

していたが、どうにも具合が

悪いので、４月に総合病院を

受診。「50肩」と言われた。

しかし、その後さらに痛みが

続き、ひどくなってきたので、

さらに別の病院を受診、ＭＲ

Ｉを撮ったところ「腱断裂」

と言われ、その病院では手術

ができないとのことで、大学

病院で手術。順番待ちで 10

月にようやく手術。 

 結局、４本の肩の腱のうち、

最初は１本のみ切れていたの

が、その後２本新たに切れ、

３本切れていた。現在は、日

常生活に不都合はないが、手

を上げたとき、左手は耳に着

くが、右手は耳に着かない状

態で現在に至っている。 

 

＊事故原因 

 いつもは、おとなしい仔牛が、別の発情した牛に追いかけられるようにして、柵からい

きなり顔を突き出した。なぜ、発情した牛が仔牛を追いかける状況にあったか不明である。 

事故後、マニュアスプレッダーを牛舎に入れず、フロントローダーで寄せて、そのまま外

に待機しているマニュアスプレッダーに入れるようにした。 

 

 

 

 



- 189 - 

（４）牛に蹴られた 

 

⑭パーラーで乳房炎の牛の搾乳作業中、胸部を蹴られた 

             （平成24年 7月 午前8時半頃、パーラー、女性・47歳） 

 ヘリングボーン式パーラー

で、４つの分房のうちの１つ

が乳房炎に罹った牛の搾乳作

業を行っていた。罹患してい

ない分房から搾乳を始め、最

後に患部に軟膏を差すつもり

で慎重に作業をしていたはず

だったが、患部に触れてしま

った。 

 その瞬間、牛が痛がって左

足を蹴り出し、被害者の胸部

に当たった。 

 事故直後は呼吸ができず、

嘔吐を繰り返したため、車で病院へ連れて行ってもらい、ＣＴを撮ったが異常が確認され

なかったので、湿布薬を処方してもらい一旦帰宅した。しかし、食後の嘔吐が止まらなか

ったので、週明けに専門医に診てもらったところ、５日間の入院となった。事故後１カ月

の調査時点では、背中と胸の両方が痛んで腕が肩から上に上がらない状態であった。日常

生活にも不自由を感じているが仕事を休めないので、作業を続けている。もう少し長く入

院するよう医師に言われていたが、食物アレルギーで病院食に不安があったため５日で退

院させてもらった。仕事があるので通院も２回で止めた。労災保険に加入していたが、短

期入院だったため、JA 共済の方を使った（調査時点では申請中）。 

 

＊事故原因  

 乳房炎に罹った牛は搾乳時に暴れるので、本来は３、４人がかりで足をロープで縛って

蹴らないようにするが、事故当時は牧草収獲シーズンで人手が足りなかったため、一人で

の作業となった。搾乳作業者に対して斜めに牛が入るへリングボーン式パーラーであった

ため、牛の蹴り足が作業者に届いてしまった。 

 事故当日は暑い日であり、暑熱に対するストレスが牛にかかっていたと思われる。しか

も、乳房炎に罹った牛は搾乳作業の最後に回されるので、待ち時間が長くなり、余計にス

トレスを感じていたと思われる。 

 乳房炎に罹った牛の搾乳作業は危険が伴うが、自分ならできるという自信（就農 27年）

が油断を招いたと反省している。なお、その牛は普段は蹴り癖があったわけではなく、乳

房炎のために暴れることがあった。現在は完治し、おとなしくなった。しかし、乳房炎の

牛は慎重な搾乳作業が求められるため、パートさんには作業をさせず、自らが担当するこ

ととしている。その際、胴締めや必要に応じて足を縛るなどの対策を行い、パーラーに牛
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を追い込む係の従業員に近くに来てもらうようにしている。 

 また、パーラーの手前の待機場が牛で混み合っているときや、待機場に発情牛がいると

きは、決して待機場に入らないように従業員、パートに徹底している。ケガをしてみると、

防ぐ方法はいくらでもあったことに気付いたと言う。 

 

 

⑮牛舎で天井部を這っている細霧器を修理のため、脚立を牛の横に立てようとして、 

 牛が脚立を蹴り、脚立と鉄柵の間に手が挟まり、打撲 

               （平成24年 7月 午前10時頃、牛舎、男性・61歳） 

 床から２ｍ上の天井部分を這わしている細

霧器が故障していたので、脚立（長さ 155cm、

天板の長さ 32cm、下の脚の幅 55cm）を半開き

にして、牛の左後ろから入れてたてようとし

た時、牛が左後脚で脚立を蹴った。脚立中央

辺りを左手で親指が外に出る形で掴み、右手

は右側の脚立の脚を持つようにして牛の横に

差し入れようとした。 

 脚立を思い切り蹴られ、約 50cm 先にあった

牛と牛の間の枠（柵）まですっ飛んでいき、

脚立と枠の間に親指の付け根がガツンと挟ま

った。脚立の脚の先はお腹に思い切りめり込

んだ。 

 自分で車を右手の片手ハンドルで運転して

個人のいつも行く医院にいった。レントゲン

を撮ってもらったが、骨折はしていないとの

事だったが、とにかく痛かったので、親指全

体を固定（金属で）固定した。固定は約 10

日後に外した。 

 現在、左手親指付け根部分は盛り上がった

状態になっている。この牛は 14ヶ月目の育成

牛であり、触られたりするのを嫌がる。おそ

らく、脚立の金属が近づいて、いやであったのではないか、とのこと。 

 

＊事故原因 

 育成牛を搾乳牛に入れている。育成牛は餌のみを与えるだけで、基本的に人に触られる

のを嫌がる。とにかく神経過敏となっている傾向にある。その時、アルミの脚立（牛にと

ってはキラキラ光るものを嫌う）を入れたので、嫌々をしたとも考えられる。とにかく、

初めて見るものは嫌がる。脚立の色も、くすんだ色に塗り替えればいいと思う、とご本人

の弁。 
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⑯搾乳の際、胴締めをしようとして、牛の左後から胴締めを牛の背中に上げようとし 

 たとき、蹴られ、胴締めと柵の間に手を挟む 

                （平成24年 8月 7時10分、牛舎、男性・61歳） 

 先天的に後ろ両脚に障害がある牛（５歳）に、搾乳時、胴締めを牛の左後から差し込ん

で、胴締めを背中に上げようとした時、左後脚で蹴られ持っていた胴締めと、枠（柵）の

間に左手親指が挟まれ、左親指の先端部の爪が割れる。 

 自分で車を右手の片手ハンドルで運転して個人のいつも行く医院にいった。左第１指挫

創。毎日、約１ヶ月通院、その後数ヶ月通院。 

 

＊事故原因 

 牛の巨体が、本気で柵に寄りかかったり、蹴飛ばすと見た限りの柵では、壊れる可能性

が十分である。であるなら、全例と同様この柵による事故が多いとするなら、もっとクッ

ションの効いた材質のもので作ってもいいのではない。 

 例えば、高速道路の片側１車線の一部に作られている中央分離帯のためのポールのよう

な材質に変えることも考慮できないのだろうか。あるいは枠にクッションを巻いたような

材質など。これは胴締めの材質にも言える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 蹴飛ばされ、胴締めを持ったまま 

 鉄枠に激突、親指を強打 

 

 ⑮事例と同じ人、前の事故の１ヵ月 後に左親 指

の挫創。これまで、手 袋をした事がなかったが、

これ以後 手袋をするようになった。 

 

 

 

 

 


